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長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

福祉部 子育て支援課

H25予算

放課後児童クラブ事業事業番号 45

47,735

事業の目的・概要

（目的）
放課後に、保護者が就労等により、留守になる家庭の児童を保護者に替わって預かる。
（概要）
児童クラブ５箇所（長久手南、下山、長久手、上郷、市が洞）
学童保育所３箇所（長久手、長久手長南、長久手北）

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

尾張旭市　児童クラブ（市営９箇所）、学童クラブ（民営７箇所）
日進市　児童クラブ（市営８箇所）、学童保育所（民営９箇所）
瀬戸市　児童クラブ（民営１２箇所）、せとっこモアスクール（７箇所）

事業期間 事業開始年度 平成１０年度 終了（予定）年度 ―

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

児童クラブ　市内に住所を有する小学校１年生から３年生までの児童
学童保育所　市内に住所を有する小学校１年生から６年生までの児童

35,405 33,574 40,784 38,753
総事業費

（単位：千円）
H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

他事業と統合

国費・県費 18,371 18,371 20,999
一般財源 8,795 6,998 9,652 7,765 13,868 現行どおり実施

21,324 21,703 事業の改善

地方債

1月～ H24目標値 H25予算

9,664 12,164 運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

入所要件を満たす児童をすべて受け入れ、放課後の子どもの居場所を確保する。
受益者負担額 8,239 8,205 10,133

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して） 事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

① 児童クラブ運営事業

市内に住所
を有する小
学校１年生
から３年生ま
での児童

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

維持

嘱託員報酬10,689、
臨時職員賃金7,149、
賄材料費1,157

B

H23実績
単
位

H24実績
7月～ 10月～

入所希望者の増加により、平成24年度
から下山、長久手、市が洞の3児童クラ
ブの定員を増加し対応したが、平成24
年4月1日現在5人が待機となった。（待
機児童は、９月にすべて解消した。）

児童クラブを運営し、児童を受
け入れることで、

97.0 23,020 21,258
向上

100.0 29,403

入所児童数／申
込者数

90.9

％ 待機児童ゼロが目標

19,519 17,822
入所要件を満たす児
童をすべて受け入
れ、放課後の子ども
の居場所を確保す
る。

入所児童数
164人、待機
5人

児童クラブ事業委託
17,495

A
現行どおり実施していく。児童クラブ（学童保育所）を運

営し、児童を受け入れること
で、

100.0 17,764 17,495
維持

入所要件を満たす児
童をすべて受け入
れ、放課後の子ども
の居場所を確保す
る。

入所児童数
161人、待機
0人

入所児童数／申
込者数

100.0

％ 待機児童ゼロが目標

100.0 18,332
維持

③

②
児童クラブ事業委託
（学童保育所）

市内に住所
を有する小
学校１年生
から６年生ま
での児童

15,886 15,752

④

長久手学童保育所の受入児童数が増加していることから、西小学校区に新たに児童クラブを
開設する。

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

① 児童クラブ運営事業
児童クラブ入所希望者の増加のため、定員を改正し実施する。
（南３０人→４０人、下山３８人→５０人、長久手４０人→５２人、市が洞５０人→６０人）

児童クラブ運営事業


